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◎ 特集 災害 への 備えと早めの避難



　非常持出品を準備するなど避難の準備を整えてください。
次に該当する人は、避難を開始してください。
○高齢者や乳幼児・体の不自由な人・避難に時間のかかる人
　とその避難を支援する人
○川沿いにお住まいの人・避難が困難な場所にお住まいの人

避難に時間を要する人に避難を始
めてもらうときに発表する情報

災害発生の危険が非常に高く、すぐに
避難してもらうときに発表する情報

　一刻も早い避難が必要です。関係機関の指示に従って、た
だちに避難してください。避難所への避難が困難な場合は、
丈夫な建物の２階以上（斜面と反対側）に避難するなど、生
命の危険をさける行動をしてください。

災害発生のおそれがあり、皆さんに避難を
始めてもらうときに発表する情報

　準備した非常持出品を持ち、指定された避難所や安全な場
所へ速やかに避難を始めてください。避難の際はがけ崩れや
浸水箇所に注意してください。

避難情報の種類

避難準備・高齢者等避難開始

避難指示（緊急）

１

２

３

避難勧告
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早

避
難

め
備
え
と

へ
の

の

害
災

　これから梅雨や台風の襲来等により、土砂
崩れや河川のはん濫など災害が発生しやすい
時期を迎えます。災害はいつ発生するかわか
りません。日ごろから十分な備えをしておき
ましょう。
　災害から身を守るために大切なことは、早
めに避難することです。日ごろから避難場
所や避難経路を確認し、テレビやラジオ、
インターネット等の気象情報に注意する習
慣をつけ、危険を感じたり避難指示等があ
ったときのために、貴重品や非常持出品を
持って安全な場所へ避難できるよう備えて
おきましょう。
　また、避難するときは単独行動をなる
べく避け、近隣の人と協力しながら安全
な場所に避難しましょう。
　『防災ハンドブック』は問い合わせ先
にあります。

問い合わせ先
総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

４
月
に
配
布
し
た
『
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を

　
　
　

再
度
確
認
し
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

特  集

緊
急
の
度
合
い

高
い
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地区名 避難所 電話番号 地区名 避難所 電話番号

  大口  大口ふれあいセンター ㉒ 1613

  菱刈

 菱刈ふるさといきがいセンター ㉖ 3000
  大口東  大口東小学校体育館 ㉒ 0263  菱刈人権文化センター ㉖ 4185
  牛尾  大口温泉高熊荘 ㉒ 6200  菱刈ひまわり館 ―

山野  山野基幹集落センター ㉒ 0407  新川地区集落センター ―
 十曽フレンドハウス ㉒ 0959   田中  田中ふるさと館 ㉖ 5288

  山野西  山野西文化交流館 ㉙ 3355   本城  本城校区集会施設 ㉖ 4639
  布計  布計地区多目的集会施設 ―   湯之尾  湯之尾校区集会施設 ㉖ 4261
  平出水  平出水いなほ館 ㉒ 6653   南永  南永小学校体育館 ㉖ 3980

  羽月
 羽月地区公民館 ㉒ 0355
 伊佐市総合交流拠点施設
 （旧大口南中学校） ㉒ 2125

  羽月北  旧羽月北小学校体育館 ㉒ 3114
  羽月西  羽月西青少年センター ㉘ 2111
  曽木  西太良地区コミュニティセンター ㉕ 1121
  針持  針持青少年センター ㉕ 1140

  市内全域
 大口元気こころ館（福祉避難所） ㉓ 2361
 まごし館（福祉避難所） ㉖ 4120

伊佐市避難所一覧

　一覧以外に各自治会が定めた避難所や近くの学校等も避難場所になります。
　ただし、自治会指定避難所に避難した場合は、自治会長から市役所に人員等の報告をする必要があります。

情報伝達方法
市からの

◎携帯電話の伊佐市災害情報
　メールによる災害情報の配信

◎市ホームページ「緊急のお
　知らせ」（トップページ中央上）

◎ＭＢＣデータ放送 12頁参照
◎広報車（消防車）による伝達
◎有線放送・電話等による伝達

登録方法

①携帯電話から次の URL に接

　続（http://www.isa.kagosima.

　jp/mobile）

　ＱＲコード→

②会員登録を

　クリック

③メールアドレス入力欄へメー

　ルアドレスを入力し、登録ボ

　タンをクリック

④登録後、入力したアドレスに

　「登録完了のメール」が届き、

　登録が完了

風水害
について Ｐ３～

防災マップ
の活用方法
 Ｐ 18 ～持ち出し品

チェックリスト
Ｐ 15 ～

土砂災害
について Ｐ５～

※福祉避難所とは、避難をした際にお手伝い
　が必要な人が避難する場所です。
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　1901（明治 34）年鹿児島県伊佐郡大口村（現・伊佐市大口）に生まれ、大口
尋常高等小学校、旧制加治木中学校、国学院大学卒業後、旧制指宿中学校、京都
府立第二中学校の国漢教師を勤める中、1929（昭和４）年に『サンデー毎日』の
懸賞小説に「うたかた草紙」が入選、1934（昭和９）年から本格的に文筆活動に入り、1936（昭和 11）年
に「天正女合戦」「武道伝来記」で第３回直木賞を受賞。鹿児島県出身では唯一の直木賞受賞者です。
　海音寺文学は史実を踏まえた歴史小説に定評があり、とりわけ大衆小説を正道に戻し国民文学に高めるこ
とに精魂を傾け、長篇「平将門」「天と地と」「二本の銀杏」や「悪人列伝」「武将列伝」「西郷隆盛」などの
史伝による功績で、1968（昭和 43）年に第 16 回菊池寛賞を受賞。さらに、我が国の文学界の進歩に著し
く貢献したとして、文化功労者、紫綬褒章、芸術院賞という最高の名誉に輝きました。特に、ライフワーク
である史伝「西郷隆盛」は未完ながら海音寺文学の到達点を示すものです。
　1977（昭和 52）年４月大口市（現・伊佐市）名誉市民となりましたが、12 月１日 76 歳で生涯を閉じ
ました。

海
か い お ん じ

音寺　潮
ちょうごろう

五郎  （本名：末冨東作）

　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
は
、
西
郷
隆
盛
が
城
山
で
亡

く
な
り
、
西
南
戦
争
が
終
結
し
て
１
４
０
年
の
節
目
に
当

た
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
西
郷
を
敬
愛
し
、
日
本
や
中
国

の
歴
史
上
の
偉
人
を
生
き
生
き
と
紙
上
に
蘇
ら
せ
た
郷

土
の
文
豪
・
海
音
寺
潮
五
郎
が
没
し
て
40
年
目
で
も
あ

る
。
そ
し
て
西
郷
と
海
音
寺
の
没
年
（
１
８
７
７
年
と

１
９
７
７
年
）
が
期
せ
ず
し
て
百
年
開
い
て
い
る
こ
と
は
、

常
に
10
年
を
一
期
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
際さ

い
か
い会
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
両
人
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
願

っ
て
も
な
い
喜
び
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
来
年
は
、
明
治
維

新
１
５
０
年
。
海
音
寺
が
史
伝
「
西
郷
隆
盛
」
で
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
「
幕
末
・
維
新
史
と
西
郷
隆
盛
」
に
新

海
音
寺
潮
五
郎

没
後
40
年  

―
そ
の
人
間
性
や
文
学
の
魅
力
を
探
る
―

伊
佐
が
生
ん
だ
偉
大
な
歴
史
作
家

　

今
年
12
月
に
海
音
寺
潮
五
郎
先
生
の
没
後
40
年
を
迎
え
ま
す
。
海
音
寺
文
学
の
歴
史
ロ
マ
ン
に
ふ
れ
、

偉
業
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
日
本
近
代
文
学
の
「
読
む
楽
し
さ
」
を
伝
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
鹿
児
島
純

心
女
子
大
学
の
古
閑
章
教
授
に
海
音
寺
先
生
の
人
間
性
、
文
学
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
６
回
連
載

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
教
授　

古
閑　

章

た
な
光
を
当
て
る
絶
好
の
機
会
と
言
っ
て
よ
い
か
も
知
れ

な
い
。

　

生
前
の
海
音
寺
が
和
尚
さ
ん
と
愛
称
さ
れ
た
り
、
直
言

の
人
と
尊
称
さ
れ
た
り
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
も
、
権
力
者
に
す
り
寄
り
、
歯
の
浮
い
た
よ

う
な
お
べ
っ
か
を
弄ろ
う

す
る
イ
エ
ス
マ
ン
は
絶
え
な
い
が
、

海
音
寺
は
、
い
か
な
る
権
威
に
も
屈
せ
ず
、
思
っ
た
こ
と

を
憚

は
ば
か
り
な
く
発
言
し
、
是ぜ

ぜ

ひ

ひ

々
非
々
の
態
度
で
一
貫
し
た
文

学
者
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
し
く
掛
け

値
な
し
の
ぼ
っ
け
も
ん
で
あ
り
、
薩
摩
隼
人
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
気
骨
の
精
神
は
、
昭
和
10

年
代
、
時
代
小
説
家
と
し
て
活
躍
し
始
め
る
頃
か
ら
顕
著

に
な
っ
て
行
く
が
、
や
が
て
歴
史
・
史
伝
小
説
の
分
野
に

確
固
と
し
た
地ち
ほ歩
を
築
く
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
歴
史

知
識
を
背
景
に
し
た
随
筆
類
に
も
、
凡ぼ
ん
ぞ
く俗
の
書
き
手
に
は

見
ら
れ
ぬ
洞
察
力
が
ひ
ら
め
く
よ
う
に
な
る
。

　

第
一
回　

海
音
寺
潮
五
郎
の
先
見
性
（
上
）
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こ
の
た
び
「
海
音
寺
潮
五
郎
没
後
40
年
―
そ
の
人
間
性

や
文
学
の
魅
力
を
探
る
―
」
を
『
広
報
い
さ
』
に
全
６
回

連
載
す
る
に
当
た
り
、
手
始
め
に
、
海
音
寺
そ
の
人
の
生

身
の
人
間
性
が
鮮
や
か
に
垣
間
見
ら
れ
る
エ
ッ
セ
イ
を
取

り
上
げ
、
時
代
を
超
え
て
心
に
響
く
「
海
音
寺
潮
五
郎
の

先
見
性
」
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

　

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
９
月
～
11
月
に
か
け
て
『
週

刊
現
代
』
に
連
載
さ
れ
た
時
事
評
論
に
「
海
音
寺
ガ
ミ
ガ

ミ
説
法
」
が
あ
る
。『
海
音
寺
潮
五
郎
全
集
』
第
21
巻
に

収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
誰
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
第
一
の
注
目
点
は
、
半
世
紀
前
の
東
京
で
起
こ
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
、
現
在
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
話
題
に
の
ぼ
る
多
種
多
様
な
情
報

を
先
取
り
す
る
形
で
問
題
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
の
東
京
に
噴
出
し
て
い
た
問
題
が
、
そ
の
後
も
相

変
わ
ら
ず
繰
り
返
さ
れ
、
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
素

朴
な
驚
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
理
不
尽
な
現
実
に
対
す
る

海
音
寺
の
怒
り
は
、
ま
さ
に
「
ガ
ミ
ガ
ミ
説
法
」
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
迫
力
に
充
ち
て
お
り
、
少
し
で
も
日
本
人

の
生
活
を
よ
り
よ
い
方
向
に
前
進
さ
せ
た
い
と
の
前
向
き

な
熱
意
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　

１
９
６
４
年
と
言
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
年
で
あ
る
。
当
時
の
都
民
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致

で
戦
後
復
興
か
ら
の
脱
却
を
願
う
一
方
で
、
深
刻
な
水
不

足
に
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
は
否
定
的
な
意
見
が
少
な
く
な
く
、
海
音
寺
は
む
し

ろ
強
硬
な
反
対
論
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
戦
後
20
年
経

っ
て
も
、
い
ま
だ
に
真
夏
の
渇か

っ
す
い水
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
都
民

の
声
を
無
視
し
た
暴
挙
と
さ
え
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
ど
う
や
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
背
景
に
は
、
外

　鹿児島純心女子大学教授。国際文化
研究センター所長。文学博士。専門は、
日本近代文学および鹿児島の近代文学。
単行研究書として、『梶井基次郎研究』

（1994）、『作家論への架橋』（1997）、
『小説の相貌』（2004）、『梶井基次郎
の文学』（2006）、『天璋院篤姫と権領
司キヲ』（2008）、小説集として『子
供の世界』（2011）など。海音寺潮五
郎の人と文学については、生誕 100
年を契機に敬愛の念をもって取り組ん
でいる。

古閑　章（こが　あきら）

▲大口図書館内に海音寺
文庫コーナーと海音寺先
生が生前愛用した書斎が
復元されて展示されて
います。

海音寺先生の作品▶

国
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
が
浮

揚
し
、
金
が
儲も
う

か
る
と
の
政
財
界
の
思
惑
が
隠
さ
れ
て
い

た
節
も
あ
る
。
海
音
寺
は
そ
う
し
た
政
治
が
ら
み
の
金
の

問
題
を
に
ら
み
な
が
ら
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
か
な
め
で
あ

る
、
江
戸
幕
府
の
上
水
道
政
策
に
言
及
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
江
戸
時
代
の
水
道
管
に
は
、
耐
水
性
の
強
い
檜

ひ
の
き

材
が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
地
下
に
埋
め
て
水
を
流

す
と
ど
う
し
て
も
腐
り
、
毎
年
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は

莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
。
あ
る
と
き
幕ば
っ
か
く閣
の
ひ
と
り

が
「
土
管
で
作
っ
た
ら
、
檜
の
よ
う
に
交
換
す
る
必
要
が

な
く
な
る
か
ら
節
約
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
提

言
し
た
。
す
る
と
、
他
の
閣
老
た
ち
も
そ
れ
に
賛
同
し
決

ま
り
か
け
た
の
だ
が
、
秋あ

き
も
と元
但た

じ
ま
の馬
守か

み

喬た
か

知と
も

が
「
江
戸
は
地

震
の
多
い
所
で
ご
ざ
る
。
地
震
の
さ
い
土
管
が
割
れ
た
ら
、

水
の
供
給
が
途
絶
え
ま
す
る
。
地
震
に
は
火
事
が
つ
き
も

の
で
、
水
が
切
れ
る
と
大
変
に
な
り
も
う
す
。
腐
っ
た
ら

檜
を
取
り
替
え
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
金
が
か
か
っ
て
も
、
結

局
そ
れ
が
民
を
安
ん
じ
る
政
治
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
る
」

と
発
言
し
た
の
で
、
土
管
案
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
言

う
。
但
馬
守
の
意
見
は
、
目
先
の
利
害
に
捉
わ
れ
な
い
政

治
の
理
想
か
ら
割
り
出
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
他
の
幕
閣

も
心
を
動
か
し
、
土
管
案
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
事
例
で
海
音
寺
が
訴
え
て
い
る
の
は
、
政
治
は
商

売
と
は
異
な
る
と
い
う
信
念
で
あ
る
。
都
民
の
税
金
を
生

か
す
も
殺
す
も
、
都
民
の
た
め
を
考
え
る
為い

せ
い
し
ゃ

政
者
の
高
い

識
見
以
外
に
な
い
。
ど
う
か
現
代
の
政
治
家
は
私
心
を
捨

て
て
善
政
を
行
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
切
な
る
願
い
が
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
但
馬
守
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
チ
リ
紙
と
樋と
い

」
と

い
う
随
筆
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
海
音
寺
が
好

ん
で
い
た
話
材
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
江
戸
時
代
が

２
６
０
年
も
続
い
た
の
は
、
心
あ
る
為
政
者
が
少
な
く
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
海
音
寺
の
炯け

い

眼が
ん

は
、
昨
今
マ
ス
コ

ミ
を
騒
が
せ
る
政
治
家
の
体
た
ら
く
を
考
え
る
と
、
傾
聴

に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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　市では、お子さんが病気等により、通園中の
保育園・認定こども園で保育ができない場合に、
市が委託した施設において、看護師と保育士が
保育をおこなっています。
　昨年度までは「満１歳児から小学校就学前ま
での児童」を対象としていましたが、平成 29
年度から「満１歳児から小学校２年生までの児
童」へ対象年齢を拡充します。
実施施設　羽月保育園　☎㉒６３８８
　　　　　（大口堂崎 562 番地 6）
利用対象者　市内に住所がある満１歳児から小学
　　　　　校２年生までの児童
保育時間　月～金曜日の８時～ 18 時
保育料金　１日	1,500 円
　　　　　※別途給食費・おやつ代 300 円
利用方法　こども課で事前登録が必要です。医
　　　　　師の診察を受けてから、利用日前日
　　　　　までに羽月保育園へ直接お申込みく
　　　　　ださい。
※利用時は医師による診療情報提供書が
　必要です。診療情報提供書は、こど
　も課と羽月保育園にあります。
※小学生の利用は新規登録が
　必要となります。
担 当 係　子育て支援係

病児・病後児保育事業の

対象年齢を拡充します

母親学級を開催します

　市では、妊婦の母親学級
をなかむら産婦人科に委託して
実施します。参加費は無料です。
対　　象
　市内に住民票がある妊婦（どこの病院に
かかっていても参加できます）。
　ただし、市外に住む人でもなかむら産婦
人科にかかっている人は、病院の母親学級
として、これまでどおり参加できます。
※後期は、妊娠 32 週以降の人が対象にな
　ります。前期は、妊娠週数は問いません。
場　　所　前期：なかむら産婦人科
　　　　　後期：大口元気こころ館
時　　間　14 時～ 16 時

　
　事前予約が必要です。開催日の前週金曜
日の午前中までにご連絡ください。
予 約 先
　なかむら産婦人科　☎㉔２２３８
※託児が必要な人は、予約時にお伝えく
　ださい。
担 当 係　こども健康係

開催日程 前期 後期
（妊娠 32 週以降）

場所 なかむら
産婦人科

大口元気
こころ館

  ６月 ６日（火） 20 日（火）
  ７月 ４日（火） 18 日（火）
  ８月 １日（火） 22 日（火）
  ９月 ５日（火） 19 日（火）
10 月 ３日（火） 17 日（火）
11 月 ７日（火） 21 日（火）
12 月 ５日（火） 19 日（火）
  １月 ９日（火） 23 日（火）
  ２月 ６日（火） 20 日（火）
  ３月 ６日（火） 20 日（火）

　毎年６月 1 日の状況を把握し、6 月分以降の
児童手当を引き続き受ける要件（児童の監督や
保護、生計同一関係など）を満たしているかを
確認するためのものです。
　提出がない場合には、６月分以降の手当が受
けられなくなります。
受付期間　６月 19 日（月）～ 30 日（金）
　　　　　※土日は除く。
受付時間　９時～ 17 時 15 分
受付場所
〇こども課子育て支援係（大口庁舎）
〇地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）
※対象者には 6 月上旬に通知します。
担 当 係　子育て支援係

児童手当現況届の提出

こども課からのお知らせ

どんなお知らせ？

問い合わせ先　こども課　☎㉓１３１１

New

拡充
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　市では、地域ぐるみで子育てを応援する会
員組織として、伊佐市ファミリーサポートセ
ンターを開設しました。ファミリーサポート
センターの『援助会員』や『育児サポーター』
として、子育ての応援をしてくださる人を募
集します。安心して活動していただけるよう、
子どもについて全般的に学べる講習会を開催
しますので、子育ての応援に興味のある人は
ぜひご参加ください。
※子育ての応援をしてほしい『依頼会員』の
　募集は、6 月 15 日号に掲載します。

申込期限　６月 20 日（火）
申込・問い合わせ先　伊佐市大口子育て支援センタールピナス　☎㉓５０８０
担 当 係　子育て支援係

期日 時間 講習内容　　 講師

７月    ６日（木）
    ９:00 ～ 10:10   オリエンテーション

  「伊佐市の子育てネットワーク」   こども課保健師

10:10 ～ 11:00   ファミリーサポートセンターのしくみ   こども課職員

11:10 ～ 12:10   小児看護の基礎知識   こども課保健師

７月 13 日（木）
13:30 ～ 15:00   安全と事故予防、心肺蘇生法   福重寿郎氏（ NPO こども医療ネット

  ワーク、県立北薩病院小児科部長）
15:10 ～ 16:00   小児栄養   認定こども園大口幼稚園管理栄養士

７月 20 日（木）
    ９:00 ～ 10:30   こどもの発達   トータルサポートセンター

  臨床心理士
10:40 ～ 11:30   こどものお世話・遊び   ルピナス保育士

11:40 ～ 12:30   これからの活動について会員証発行   ルピナス保育士

会場 　ルピナス　さくらんぼルーム（旧大口南中学校）

1援助会員・2育児サポーターの講習会日程

活動内容　　　
1 ファミリーサポートセンター『援助会員』
　送　　迎　○保育園・幼稚園・小学校・放課後
　　　　　　　児童クラブ等から自宅等へ
　預 か り　○保育園・幼稚園・小学校・放課後
　　　　　　　児童クラブ等の終了後や休日
　　　　　　○冠婚葬祭・学校行事・保護者の外
　　　　　　　出時等
　※送迎・預かりの対象：生後３か月～小学生
2『育児サポーター』
　講演会等での託児、地域での声かけや見守り
　対 象 者　・市内在住で 20 歳以上の健康な人
　　　　　　・子育て支援に理解のある人
　　　　　　・センターが実施する下記講習会を
　　　　　　　受講された人

利用時間・料金

月～土曜日 7:00 ～ 20:00
1 時間あたり 600 円
※祝日・お盆・年末年始を除く。

上記以外　1 時間あたり 700 円

※ 1 時間を超えたら 30 分ごとに記載し
　ている金額の半額が加算されます。

センター（ルピナス）

①依頼申込み
②依頼内容の打診

③提供会員の紹介

依頼会員
子育ての応援を
してほしい人

子育ての応援を
したい人

援助会員

④事前打ち合わせ

⑤活動開始

⑥活動報告書の作成、報酬の受け渡し
※援助会員はセンターへ活動報告書を提出

　　

　　　
ファミリーサポートセンターのしくみ

いいね！

伊佐市大口子育て支援センター  育児サポーター募集

伊佐市ファミリーサポートセンター  援助会員募集

New
募集
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男女共同参画社会 男女共同参画に関する県民意識調査

　県では、平成 28 年 8 月～ 9 月にかけて、男女共同参画社会づくりに向けた施策の推進を図るため、男女
平等、男女の人権に対する意識や、家庭・地域などに関する意識調査を行いました。
　男女共同参画の意識が大きく変わった２つの項目を紹介します。

　　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方（固定的性別役割分担意識）
　今回の調査で初めて、「否定」（48.3％）する人の割合が「肯定」（45.8％）する人の割合を上回りました。
　※伊佐市平成 26 年度調査では　『否定』44.8％　『肯定』21.1％

　　女性が職業を持つことについての意識
　初めて「子どもができてもずっと職業を続ける方がよい」と回答した割合が最も高くなりました。
　※伊佐市平成 26 年度調査では　『子どもができても仕事を続ける方がよい』40.9％が最多。

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの
個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するために
は、政府や地方公共団体だけでなく、国民の皆さん一人ひとりの
取組みが必要です。そのために「女性活躍推進法」では、女性の
能力発揮のための支援、子育てや地域支援など、働き方改革、男
性の家事・育児等への参画を促しています。
　その他、詳しい内容については県ホームページをご覧ください。

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

○男女共同参画週間○

△平成 29 年度男女共同参画週間キャッ
　チフレーズが決定しました。

　6 月 23 日～ 29 日の男女共同参
画週間に、市立図書館で関連本等の
コーナーを設置します。

今回の調査

今回の調査

41.4％

45.8％ 48.3％
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　市教育委員会では、「ポスト国民文化祭」事業
として、演劇に気軽に触れ、体験する機会を提供
する参加型文化体験事業・演劇ワークショップ「劇
団いさ」を実施しています。
　今年度は、ワークショップの集大成となる発表
公演の上演台本創作にあたり、皆さまからエッセ
イを募集します。
　寄せられたエッセイを原案に演劇作品をつくり、
それをひとつの作品に構成して上演します。
　構成・演出を手掛けるのは、伊佐市を拠点に活
動する演劇集団非常口です。
　皆さまの応募をお待ちしています。

演劇ワークショップ「劇団いさ」第３期生

上演作品『心にのこる “ありがとう”』 原案エッセイ募集

募集要項
ジャンル　エッセイ
テ ー マ　心にのこる “ありがとう”
分　　量　400 字詰め原稿用紙 1 枚以上
　　　　　（400 文字以上）
参加対象　伊佐市民及び現在またはかつて伊佐市
　　　　　に在住・在学・通勤の人、伊佐市にゆ
　　　　　かりがある人、伊佐市を訪れたことが
　　　　　ある人
参 加 料　無料
応募締切　7 月 31 日（月）

必要事項の記載方法
○１枚目は表紙とし、次の必要事項を記載してく
　ださい。①氏名（ふりがな）②性別③年齢④住
　所⑤電話番号⑥メールアドレス（あれば）⑦学
　校名・学年（児童・生徒の場合）⑧伊佐市との
　関わり（市外からの応募の場合）
○２枚目には、1 行目に題「心にのこる “ありが
　とう”」、 2 行目に氏名を記載し、 3 行目からエ
　ッセイの本文を記載してください。
○縦書き・横書きは自由です。
○提出は原稿用紙である必要はありません。

提出方法
　手書きもしくはプリントアウトした原稿を次の
方法で送付してください。
◎持参または郵送の場合
　〒 895—2701
　鹿児島県伊佐市菱刈前目 2106　
　伊佐市役所菱刈庁舎 3 階
　教育委員会文化スポーツ課内 「劇団いさ」担当宛
　※封筒の表に「劇団いさエッセイ在中」と明
　　記してください。
◎データ送付の場合
　文化スポーツ課メールアドレス（k-sport@city.
　isa.lg.jp）に送信してください。
　※表題に「劇団いさエッセイ（送信）」と記載
　　してください。
　※文書データを添付ファイルで提出できます。

「劇団いさ」第２期生
発表公演『お月見トラベラー 2016』より

　　　　　注意事項
 ・応募原稿は返却しません。ご了承ください。
 ・FAX での原稿送付は受付けません。
 ・上演作品でエッセイを使用する場合のみ、その
　旨をご連絡します。使用にあたっての謝金等は
　ありません。
 ・応募原稿は、演劇の上演台本に構成する段階で、
　文章を改変する場合があります。
 ・エッセイの内容は、作者本人のオリジナルエピ
　ソードでお願いします。
 ・応募原稿の内容について、後日取材させていた
　だく場合があります。
 ・上演は、平成 30 年 1 月を予定しています。
※本作品の出演者募集は後日改めて行います。

企画・運営　演劇集団非常口　※市から委託を受けて企画・運営をしています。

提出・問い合わせ先　文化スポーツ課文化係　☎㉖１５７８　　k-sport@city.isa.lg.jp
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行政からのお知らせ

耕地災害が発生したら

①異常な天然現象（大雨等）で被災を受けている場合（雨量等の基準があります）
②被害が事業費で 40 万円以上の場合
③日常の維持管理が行われていること
④被災地の登記（現況）地目が農地（田・畑）及び農業用施設（水路・道路等）であること
⑤農業用施設の場合、受益戸数が２戸以上であること

1 地元からの連絡を受け、災害調査員（市職員）が現地調査を行います。
　 ※調査済の箇所には、   黄色の布  を表示。
2 調査員の報告に基づき農政課職員が現地調査を行い、公共災害
　 に該当するか判定します。
　 ◦公共災害に該当する場合　→　　現地に  赤色の布  を表示
　 ◦公共災害に該当しない場合　→　現地に  白色の布  を表示
　 ※公共災害に該当したかは、当事者が現地確認してください。
3 災害に該当した箇所（  赤色の布  表示）は次のように申請してください。
　 ○ 「耕地災害復旧工事申請書」を農政課に提出してください。提出がないと、災害復旧事業の対
　　 象となりません。
　　 申請書がある所　◎市民課・総務課（大口庁舎）　◎地域総務課・農政課（菱刈庁舎）
　　　　　　　　　　 ◎各土地改良区　　　　　　　  ◎各コミュニティ協議会事務局
4 農地災害については、関係（受益）者からの工事負担金が必要となります。
　 ※負担金は国の補助率により異なります。

耕地災害の申請について

申請・問い合わせ先　農政課耕地係（菱刈庁舎）☎㉓１３１１　

　農地や農業用施設に災害が発生したら、次のとおり申請してください。

公共災害復旧事業として国の補助事業に申請できる主な要件

農地、農道、用排水路、ため池、
井堰

せき

等の点検・整備を心がけ
未然に災害を防ぎましょう。

申込方法
　①氏名②住所③電話番号④職業
⑤年齢⑥石窯利用の経験有無を入
力してメール（earthoven.meister@
gmail.com）で送信してください。

問い合わせ先　IEOMA 伊佐石窯マイスター協会　☎０９０・３０１３・５７１０（前畑）

伊佐石窯マイスター講座 初級編

講座内容
○窯の構造と使い方
○ピザの生地コネ・調理方法
○安全面・衛生面について

※受講者には石窯マイスター初級修了書を発行します。申込期限　６月 16 日（金）

日　時　６月 25 日（日）９時～ 15 時（予定）　受付８時 30 分～
会　場　十曽青少年旅行村 Jisso こどもの森　わらの家
定　員　先着 20 人　　　参加費　3,000 円
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農業者年金現況届の提出

期日 時間 会場 対象地区

    ６月５日（月）
    9：30 ～ 11：00  山野基幹集落センター  山野・平出水

13：30 ～ 15：30  羽月地区公民館  羽月

    ６月６日（火）
    9：30 ～ 11：00  羽月西青少年センター  羽月西

13：30 ～ 15：30  西太良地区コミュニティセンター  曽木・針持

    ６月７日（水）     9：30 ～ 11：00  田中ふるさと館  田中

    ６月８日（木）     9：30 ～ 11：00  本城校区集会施設  本城

    ６月９日（金）     9：00 ～ 11：00  大口元気こころ館  大口・牛尾・大口東

    ６月５日（月）～
            ９日（金）     8：30 ～ 17：00  農業委員会（菱刈庁舎）  菱刈・湯之尾

 伊佐市全域

※現況届を怠ると年金の支払いが差し止められます。必ず届け出てください。
※平成 28 年 7 月 1 日（新年金は平成 28 年 6 月 1 日）以降に年金給付の
　手続きをした人は、今回の現況届を提出する必要はありません。

○ 60 歳未満で、国民年金の第１号被保険者であって、年間 60 日
　以上農業に従事している人であれば誰でも加入できます。
○終身年金で 80 歳までの保証付きです。
○保険料は月額 20,000 円を基本に、1,000 円単位で自由に増額で
　き、いつでも変更できます（最高 67,000 円）。
○保険料は全額社会保険料控除（所得控除）の対象となります。
○意欲ある担い手には国から保険料助成があります。

農業者年金とは・・・

問い合わせ先　伊佐市農業委員会　☎㉖１５７１

＊農業者年金基金から送付された現況届カード　　５月下旬に基金から送付
＊経営移譲年金受給者は手数料 300 円　　　　　   老齢年金受給者は無料
＊印鑑（住所の変更等があった場合）　　　　　　  認印（シャチハタ印は不可）
＊お知らせのはがき　　　　　　　　　　　　　　５月下旬に農業委員会から送付

農業者年金に
加入しましょう

持
っ
て
く
る
も
の

道路や水路をきれいにしましょう
▼用水路は大切な財産です。ごみの投げ捨てはやめましょう。

　田植えのシーズンがやってきました。機械等に付
着した泥が道路に落ちることがあります。作業後は
泥をよく落としてから走行してください。
　また、水路へのごみの投げ捨てや除草後の草の投
棄が原因で用水路がつまり、用水管理に支障をきた
し、災害発生の原因になっています。くれぐれもご
注意ください。
問い合わせ先　大口土地改良区　☎㉒９０１３　
　　　　　　　菱刈土地改良区　☎㉖０１８４
　　　　　　　農政課耕地係　　☎㉓１３１１
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行政からのお知らせ

　市が使用していた公用車を売却します。入札参加希望者は、
次の事項に注意して一般競争入札に参加してください。公用車を売却します

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３
ピッ

※緊急時は随時更新します。24 時間見られます。

災害時は「データ放送」を利用して
最新情報を確認しましょう！

操作方法　①ＭＢＣテレビのチャンネルに合わせる
　　　　　②リモコンのｄボタンを押す

入札参加申込書の受付
　①受付期間
　　６月１日（木）～ 15 日（木）
　　※土日、祝日を除く。
　②配布場所
　　会計課（大口庁舎１階）
　③提出方法
　　郵送及び持参
開札日時　６月 21 日（水）10 時
売買代金の納入
　市が発行する納入通知書により
契約時に全額納入

そ の 他　入札物品の引き渡し方法は現状渡しとし、引き渡し後の不調や故障についての保障はしま
　　　　　せん。また、引き渡しに係る経費は落札者の負担とします。
　詳しくは市ホームページ掲載の売却案内書をご覧いただくか、お問い合わせください。

※最低売却価格は消費税込み。

物品番号 物品４ 物品５ 物品６ 物品７ 物品８
車　名 スズキ ダイハツ ダイハツ ニッサン トヨタ
形　式 V － HC11V V － L500V E － L500S E － K11 HK － NHW10

種別・用途 軽貨物 軽貨物 軽乗用 小型乗用 小型乗用
車体形状 バン バン 箱形 箱形 箱形

初年度登録年月 平成９年－月 平成９年－月 平成 10 年－月 平成８年１月 平成 10 年７月
車検満了日 平成 29 年 4 月 22 日 平成 29 年 3 月 20 日 平成 29 年 11 月 9 日 平成 29 年 1 月 30 日 平成 29 年 7 月 26 日

走行距離（km） 138,684 157,736 190,913 145,999 273,447
総排気量（Ｌ） 0.65 0.65 0.65 0.99 1.49

燃　料 ガソリン ガソリン ガソリン ガソリン ガソリン
車体色 白 白 白 黄 紫
変速機 ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ

最低売却価格 1,000 円 1,000 円 1,000 円 2,000 円 2,000 円

物品番号 物品１ 物品２ 物品３
車　名 ニッサン トヨタ ニッサン
形　式 U － RGW40 E － RCH11W R － VFY10

種別・用途 普通乗合 普通乗用 小型貨物
車体形状 キャブオーバー ステーションワゴン バン

初年度登録年月 平成４年５月 平成８年３月 平成７年８月
車検満了日 平成 29 年 5 月 27 日 平成 29 年 4 月 23 日 平成 29 年 9 月 9 日

走行距離（km） 155,535 249,369 99,154
総排気量（Ｌ） 4.16 2.69 1.49

燃　料 軽油 ガソリン ガソリン
車体色 白 / 紺 グレー 白
変速機 ＭＴ ＡＴ ＭＴ

最低売却価格 100,000 円 2,000 円 2,000 円
備　考

・昇降リフト付（故障）　・ＡＣ不良　・預託金（ﾌﾛﾝ類）未納

提出・問い合わせ先　会計課管理係　☎㉓１３１１
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○犬の死亡、行方不明等の場合は環境政策課に
　ご連絡ください。
○散歩時の犬のフンは必ず持ち帰りましょう。

月日 場所 時間（午前） 場所 時間（午後）

６
月
５
日
（
月
）

 小水流　迫田設備（あたご店）前     9：15 ～       9：25  春村公民館三叉路 13：15 ～ 13：20

 水ノ手公民館     9：35 ～       9：45  停車場公民館（駅跡公園） 13：30 ～ 13：35

 北さつま農協東支所跡     9：55 ～ 10：00  旧山野中学校体育館横 13：45 ～ 13：50

 篠原公民館 10：10 ～ 10：15  北さつま農協平出水支所跡 14：00 ～ 14：05

 北さつま農協木ノ氏出張所跡 10：25 ～ 10：30  冨士福祉館 14：20 ～ 14：25

 大口中央中学校正門入口 10：40 ～ 10：45  北さつま農協白木倉庫 14：35 ～ 14：40

 木崎　大岩さん宅前 10：55 ～ 11：00  羽月地区公民館 14：55 ～ 15：00

 第４分団詰所（旧焼酎資料館）前 11：10 ～ 11：15

 中央公民館跡 11：25 ～ 11：35

６
月
７
日
（
水
）

 大島南公民館     9：20 ～       9：30  西方公民館 13：20 ～ 13：25

 金波田公民館     9：40 ～       9：45  堂山公民館 13：35 ～ 13：40

 羽月鉄道記念公園前     9：55 ～ 10：00  北さつま農協針持支所跡 13：50 ～ 13：55

 羽月西青少年センター 10：15 ～ 10：20  比良地区集会施設 14：05 ～ 14：10

 八代公民館 10：35 ～ 10：40  下荒田公民館 14：20 ～ 14：25

 川西公民館 10：50 ～ 10：55  下手下集会施設 14：35 ～ 14：40

 北さつま農協曽木支所 11：05 ～ 11：10

 西太良地区コミュニティセンター 11：20 ～ 11：25

６
月
９
日
（
金
）

 荒瀬多目的集会施設     9：15 ～       9：20  湯之元　市営公衆浴場横 13：25 ～ 13：30

 町舟津田上集会施設     9：30 ～       9：35  山田地区集会施設 13：45 ～ 13：50

 小川添公民館     9：45 ～       9：50  徳辺下集落センター 14：00 ～ 14：05

 永池鉱泉前 10：00 ～ 10：05  産野　上田さん宅前 14：15 ～ 14：20

 岩坪営農研修センター 10：15 ～ 10：20  北部集会所跡 14：30 ～ 14：35

 本城地区集会施設 10：30 ～ 10：35  下市山集会施設 14：45 ～ 14：55

 瓜之峰公民館 10：45 ～ 10：50

 共進地区教育集会所 11：00 ～ 11：05

 市役所菱刈庁舎東側車庫前 11：15 ～ 11：25

　犬は、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が       法律で義務づけられています。

まだお済みでない飼い主へ

   ・注射には、飼い犬をしっかり捕ま 
　えられる人が来てください。
   ・できるだけ、おつりのないように
　お願いします。

　　　　　生後 91 日以上の犬
　※家の中で飼われている小型犬も対象です。
　　　　　注射料   3,400 円
　　　　　（注射料 2,850 円・注射済票 550 円）
　　　　　登録料   3,000 円

対象犬

手数料

狂 犬 病 予 防 注 射 ＆ 畜 犬 登 録

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎㉒１０６０ 例）注射時の犬の抱え方（小型犬）
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　5 月 21 日に霧島市消防本部で行われた「第１回
姶良伊佐支部 女性消防操法大会」で伊佐市女性消
防団が優勝しました。
　今回は伊佐市・湧水町・霧島市・姶良市が参加し、
操法の規律とタイムを競いました。
　それぞれが今までの練習の成果を十分に発揮し、
息の合った美しい操法を披露しました。伊佐市のタ
イムは 56 秒で、姶良市に 1 秒及ばなかったものの、
総合的な点数評価で見事優勝をはたしました。
　支部大会で優勝した伊佐市は、９月 30 日に秋田
県で行われる全国大会へ出場します。

祝！優勝　女性消防操法大会

　５月３日、アートトラック愛好者で結成され、伊佐市に本
部を置く「龍桜船団」主催で「トラック祭り」が開催され、
電飾をほどこした約 150 台のアートトラックが県内外から

集結しました。
　昼はステージショーやビンゴ大会な
どでにぎわい、夜はトラックの電飾が一
斉に点灯され訪れた人を魅了しました。
　イベントの収益金の一部は、子ども発
達支援センターたんぽぽと熊本地震被
災地への義援金として寄附されました。
ありがとうございました。

伊佐の地にトラック集結
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　この春、自衛隊に入隊した伊佐市出身の新
人自衛官３人が市長を表敬訪問しました。
　新しい制服に身を包んだ皆さんは自衛隊員
としての生活などについて語り、初給料から

「福祉に役立ててください」と市に寄附をい
ただきました。ありがとうございました。
　今年度の新人隊員は次のとおりです。
　写真左から＜敬称略＞
　久保田一樹（上ノ馬場）　黒木莉奈（高野）
　岡田晨（前目宇都）

新人自衛官　表敬訪問

　５月 14 日、伊佐市では７年ぶりとなる「川
内川上流地区水防演習（訓練）」が、グラウ
ンド橋下流の河川敷で行われました。
　伊佐市・湧水町・えびの市の水防団など
15 団体が参加し、堤防の決壊を防ぐ「土の
う積み工」などの工法を実践して学びました。
　水防演習前に文化会館で行われた「防災・
減災フォーラム」では、鹿児島地方気象台の
平山久貴氏（防災気象官）と九州防災エキス
パート会の永吉修平氏を講師として招き、防
災に関する講演会が行われました。

水害から地域を守る（表紙）

　５月 15 日、伊佐牧場夢さくら館店の指
定管理者である株式会社カミチクが、市内
の 16 小中学校の給食に牛乳を提供しました。
これは同社の社会貢献活動の一環として行わ
れたものです。
　この牛乳は伊佐牧場の生乳を県酪農業協同
組合で加工したもので、乳牛に伊佐米や稲わ
らを与えて育てているため、あっさりとした
甘い味わいが魅力です。
　この日、大口小学校４年２組の教室に同社
の前田沙奈さんが訪れ、伊佐牧場の紹介をし
ました。児童たちは「いつもより甘くておい
しい」と嬉しそうに飲んでいました。

いっぱい飲んで　大きくなーれ

　４月 21 日、大口小学校５・６年生を対象
に卒業生の森田夏代さんが伝統文化である吟
詠を披露しました。
　森田さんは実力のある若手を集めた「吟詠
スーパーチーム」に選ばれており、今回は詩
吟に興味を持ってもらいたいとの思いから、
母校を訪れました。漢詩の「偶成」と「春簾 
雨窓」の２曲を披露し、児童へ向けて「今日
詩吟をきいて、少しでもいいなと思ってくれ
ると嬉しいです。」と語りました。

母校で詩吟を披露
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　15 年間の永きにわたり民生委員を務めた
功績が認められ、曽山忠さんが厚生労働大臣
から表彰されました。
　曽山さんは羽月地区民生委員児童委員協議
会の副会長として、民生委員同士の意思疎通
が図れるような取組みを行いました。

受賞おめでとうございます

　４月 29 日、30 日に富ヶ丘地区にあるす
ずらんの里で「小さな小さな村まつり」が開
催されました。
　およそ１万株のすずらんが咲き誇り、多く
の人が訪れ楽しんでいました。
　会場では地域住民による特産品の販売や、
29 日には打楽衆バサラによる太鼓演奏も行
われ、大いに盛り上がりました。

小さな小さな村まつり

　4 月 24 日、本城小学校で「人権の花運動」
の集いが開かれました。
　霧島市人権擁護委員協議会長の石塚さんか
ら講話があり、明るい花を育てることで思い
やりの心を育むことを目的に、ひまわりの種
とプレートが児童へ贈られました。児童を代
表して吉永君が「人を思いやる気持ちと命の
大切さを学びたい」と挨拶をしました。

人権の花運動

　４月 30 日、菱刈カヌー競技場で「いさドラゴン
カップ 2017」が開催されました。
　市内小学生から県内外の一般まで 70 チームが参
加し、250 ｍ先のゴールをめざして迫力のレース
が繰り広げられました。イベント当日はドラゴンボ
ート用品の展示・販売ブースや伊佐市商工会青年部
によるグルメコーナーが設けられ、選手や応援に訪
れた観客でにぎわいました。

一漕入魂　白熱のドラゴンレース

　「第 58 回全国土地改良功労者等表彰」で伊
佐市から田﨑英治さん（大口土地改良区理事長）
と西太良土地改良区が受賞しました。
　田﨑さんは平成 22 年に脳梗塞の大病を不屈
の精神で克服し理事長に復帰され、土地改良事
業の推進や地域農業の発展に貢献されました。
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五感を意識して食べてみよう

　歯と口の健康週間（６月４日～ 10 日）
の図画・ポスター作品の審査が行われ、
特別賞・入選に選ばれた小・中学生の作
品が次の日程で展示されます。ぜひご鑑
賞ください。
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大口ふれあいセンター１階
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まごし館

「歯と口の健康週間」
図画・ポスター作品の展示
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に
栄
養
だ
け

で
な
く
、
味
わ
い
や
心
の
く
つ

ろ
ぎ
に
つ
な
が
る
食
べ
方
を
紹

介
し
ま
す
。

　

食
事
を
す
る
際
、
見
て
楽
し

み（
視
覚
）、香
り
を
味
わ
い（
嗅

覚
）、
食
器
な
ど
が
唇
に
触
れ

た
（
触
覚
）
後
、
し
っ
か
り
噛

ん
で
風
味
を
味
わ
い
（
味
覚
）、

食
べ
物
を
噛
む
音
を
楽
し
む

（
聴
覚
）。
そ
の
よ
う
な
情
報
を

脳
に
送
り
つ
つ『
お
い
し
い
！
』

と
身
体
が
反
応
し
ま
す
。
食
べ

物
を
口
か
ら
摂
り
込
み
し
っ
か

り
噛
む
こ
と
で
身
体
の
栄
養
だ

け
で
な
く
、
五
感
（
味
覚
、
嗅

覚
、
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
）
を

通
し
て
、
心
の
栄
養
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

食
べ
物
の
お
い
し
さ
は
、
口

の
中
に
い
れ
て
噛
ん
だ
時
の
風

味
（
味
、
香
り
）
と
食
感
（
舌

ざ
わ
り
、
噛
み
応
え
）、
温
度
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南三陸だより
Vol. 62

　

　

レ シ ピ

キビナゴの
チリソース

〈作り方〉　
①キビナゴにしょうがをからめる。
②①に片栗粉をまぶし、油で揚げる。
③Ａを煮立て、②のキビナゴをからめる。
④みじん切りしたパセリを散らす。

生
Vol.80

「食欲そそる、ピリ辛の一品」

〈材　料〉（４人分）
キビナゴ　　　160g
おろししょうが　少々
片栗粉　　　　適量
パセリ　　　　３g

キ
ビ
ナ
ゴ

ケチャップ　20g
濃口醤油　　小さじ 1
豆板醤　　　0.12g
三温糖　　　7.5g

Ａ

　

５
月
に
入
り
、
遠
く
の
山
々

に
は
雪
が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
4
月
下
旬
に
は
桜
が

開
花
し
、
東
北
に
も
春
が

訪
れ
ま
し
た
。ま
た
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
は

田
植
え
も
終
わ
り
、
鹿
児
島
の

春
の
風
景
と
の
違
い
を
感
じ
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
3
月
3
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
『
南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商

店
街
』
に
続
き
、
4
月
23
日
に

歌
津
地
区
に
も
本
設
商
店
街

『
南
三
陸
ハ
マ
ー
レ
歌
津
』
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
飲
食
店

や
衣
料
品
店
、
日
用
品
店
な
ど

８
店
舗
が
入
り
、
設
計
は
東
京

五
輪
で
使
用
す
る
新
国
立
競
技

場
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
建

築
家
、
隈
研
吾
氏
で
す
。
美
人

杉
と
言
わ
れ
る
ピ
ン
ク
色
の
木

目
が
美
し
い
南
三
陸
杉
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、

南
三
陸
の
言
葉
で
「
参
加
し

て
！
」「
ま
ざ
っ
て
！
」
と
い

う
意
味
の
「
は
ま
る
」
を
使
い
、

「
来
て
！
ま
ざ
っ
て
！
一
緒
に

仲
間
に
な
ろ
う
」
と
い
う
呼
び

か
け
の
気
持
ち
が「
ハ
マ
ー
レ
」

と
い
う
名
前
に
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
た
に
で
き

た
２
つ
の
商
店
街
が
、
ま
ち
の

顔
と
し
て
復
興
を
け
ん
引
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

東
北
の
顔
で
あ
る
、『
東
北

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
』
も
開
幕
か
ら
快
進
撃
を
続

け
首
位
を
走
っ
て
お
り
、
こ
ち

ら
で
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
勢
い
が
続
き
、

東
北
の
復
興
を
け
ん
引
し
て
く

れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
、
応
援

に
熱
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　
　
　
　
　
（
前
田
祐
太
）

南三陸ハマーレ歌津

　
　
　
　
　
　

　Z
OO
M
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。
　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時
※蔵書点検のため大口図書館は６
　月１日（木）～３日（土）は休館
　です。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　小さな森のちっちゃな
木は、幸せでした。しげ
った葉っぱに守られて、
夏もすずしかったから。
秋になっても、ちっちゃ
な木は、葉っぱを手放す
ことができません。やが
て…。何かを手放す勇気
を伝える絵本。
　所蔵館：両館

　日夏（パパ）と真
汐（ママ）と空穂（王
子）。女子高生３人

（ファミリー）とそ
れを見守る同級生た
ち。３人の均衡の中
で生まれるドラマを
巧みに語る傑作長編。

　所蔵館：両館

最愛の子ども　松浦理英子

（出版：評論社）

一  般

（出版：文藝春秋）

ちっちゃな木のおはなし　ローレン・ロング

【　児　童　】 所蔵館
しろさんとちびねこ エリシャ・クーパー 両館
あめがふるふる 田島征三 両館
だんぼーるおうじ 長野ヒデ子 両館

【　一　般　】 所蔵館
みみずくは黄昏に飛びたつ 村上春樹・川上未映子 両館
ライオン・ブルー 呉勝浩 両館
暗手 馳星周 両館

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　６月 13 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　６月 24 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティアによる大型絵本や紙芝居の読み聞かせ

○

【６月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

英語絵本の読み聞かせの様子

○
○

図書館
キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

【図書館へ献本】
八汐阿津子さん（鹿児島市）
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

病
気
や
災
害
時
に
迅
速
な
救
急
医
療

活
動
や
救
助
活
動
を
受
け
ら
れ
る
態
勢

を
整
え
る
た
め
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
身
体
障
が

い
等
の
手
帳
所
持
者
で
必
要
な
人
に

「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
交
付
（
無

料
）
し
て
い
ま
す
。

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

緊
急
時
に
必
要
な
情
報
（
健
康
保
険

証
（
写
し
）
や
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
、

持
病
、
服
薬
内
容
、
緊
急
連
絡
先
な
ど

を
記
入
し
た
用
紙
）
を
冷
蔵
庫
に
保
管

し
、
迅
速
に
救
急
活
動
や
救
助
活
動
を

行
い
、
い
の
ち
を
守
り
ま
す
。

　

市
内
で
も
約
３
、

３
０
０
人
が
「
緊

急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」
の
交
付
を
受

け
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
障
が
い
の
あ
る
人
で
市
の
避
難
行
動

　

要
支
援
者
登
録
台
帳
に
登
録
し
て
い

　

る
人
な
ど
で
交
付
を
希
望
す
る
人

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

ご
存
知
で
す
か
？
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

６
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
長
寿
健
診
、
元
気

　

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

※
そ
の
他
、
65
歳
以
上
の
ご
家
族
が
い
る
家
庭

　

で
交
付
を
希
望
す
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係
（
大
口

庁
舎
）・
長
寿
介
護
課
分
室
高
齢
者
支

援
係
（
菱
刈
庁
舎
）　

☎
㉓
１
３
１
１

台
風
・
大
雨
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
過
去
に
台
風
や
大
雨
で
起

こ
っ
た
川
内
川
の
氾
濫
や
山
・
崖
崩
れ
、

倒
木
な
ど
に
よ
り
人
的
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
備
え

⑴
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く

　

自
分
の
住
む
地
域
の
避
難
場
所
や
避

難
経
路
は
、
家
族
と
一
緒
に
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

⑵
非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
く

　

貴
重
品
や
常
備
薬
、
食
べ
物
、
飲
み

水
、
着
替
え
な
ど
は
、
い
つ
で
も
避
難

で
き
る
よ
う
事
前
に
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

⑶
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
注

　

意
す
る

　

日
頃
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

（
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
）
を
活
用
し

た
り
、
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
な
ど
で
気

象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

⑷
大
雨
の
時
は
、
低
地
や
川
に
近
づ
か

　

な
い

　

大
雨
の
時
は
、
川
の
水
位
が
急
に
上

が
る
こ
と
も
あ
り
危
険
で
す
。
川
や
用

水
路
、
田
ん
ぼ
や

低
地
な
ど
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
の
前
兆
現
象

⑴
が
け
崩
れ

　

が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
・
が
け
に
亀

裂
が
入
る
・
が
け
か
ら
音
が
す
る

⑵
地
す
べ
り

　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
・
井
戸

や
沢
の
水
が
濁
る
・
斜
面
か
ら
水
が
噴

き
出
す
・
建
物
や
電
柱
、
樹
木
が
傾
く

⑶
土
石
流

　

川
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が
流
れ
る
・

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位

が
下
が
る
・
山
鳴
り
が
す
る
・
土
が
腐
っ

た
様
な
匂
い
が
す
る

避
難
の
時
は

⑴
早
め
の
避
難

　

風
雨
が
強
く
な
っ
た
り
、
暗
く
な
っ

て
か
ら
の
避
難
は
危
険
で
す
。
早
め
の

避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑵
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
気
配
り

　

近
隣
の
お
年
寄
り
な
ど
へ
の
声
か
け

や
避
難
の
際
の
介
助
な
ど
、
地
域
の
み

ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

緊急医療情報キット

２～３頁の
特集もご覧

ください
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お
知
ら
せ

第
16
回
い
き
い
き
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診

新
規
就
農
調
査

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
昨
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

た
後
期
高
齢
医
療
の
被
保
険
者
（
昭
和
16
年

4
月
1
日
～
昭
和
17
年
3
月
31
日
生
）
を
対

象
に
、
口
腔
検
診
（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検

診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
飲

み
込
み
の
機
能
が
低
下
し
、
窒
息
や
肺
炎
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
美

味
し
く
食
べ
て
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
歯
周
病
や
義
歯
の
検
査
に
加
え
、
飲
み

込
み
の
機
能
の
診
査
・
指
導
を
行
い
、
機
能

の
低
下
を
未
然
に
防
ぐ
と
て
も
有
効
な
検
診

事
業
で
す
。

　

対
象
者
に
は
5
月
末
に
受
診
券
（
圧
着
ハ

ガ
キ
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
鹿
児
島

県
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
ご
予
約
の
う
え
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
期
間

　

6
月
1
日
～
平
成
30
年
1
月
31
日

検
診
料　

無
料

対
象
者　

昨
年
度
75
歳
に
な
っ
た
後
期
高

　

平
成
28
年
7
月
以
降
の
新
規
就
農
者
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
は
、
6
月
15

日
（
木
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

農
政
課
農
政
第
２
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

日　
　

時　

７
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　

受
付
８
時
～

　
　
　
　
　

開
会
式
８
時
30
分
～

場　
　

所　

伊
佐
市
総
合
体
育
館

参
加
資
格

　

伊
佐
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

チ
ー
ム
構
成　

１
チ
ー
ム
４
人

※
た
だ
し
、
コ
ー
ト
内
に
常
に
女
性
が
２
人

　

以
上
い
る
こ
と

▽
Ａ
ク
ラ
ス

　

全
員
が
40
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

　

Ａ
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
チ
ー
ム

▽
Ｃ
ク
ラ
ス

　

女
性
の
み
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

参
加
料

　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
方
法

　

６
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
チ
ー
ム
名
・
代

表
者
名
・
連
絡
先
を
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係☎

㉖
１
５
７
８

日　
　

時　

７
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者　

大
口
・
姶
良
保
健
所
管
内
の
難

　
　
　
　
　

病
患
者
と
家
族
、
関
係
者

対
象
疾
患　

炎
症
性
腸
疾
患
（
潰
瘍
性
大
腸

　
　
　
　
　

炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
）

演　
　

題

　
「
炎
症
性
腸
疾
患
と
の
つ
き
あ
い
方
」

講　
　

師

　

上
村
修
司
氏
（
鹿
児
島
大
学
病
院
）

申
込
期
限　

６
月
27
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
１
８
・
３
１
３
３

　

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法

難
病
巡
回
相
談

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
　
平
成
29
年
度

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

　

６
月
１
日
（
木
）
～
７
月
10
日
（
月
）
は

労
働
保
険
料
の
「
年
度
更
新
」
申
告
・
納
付

期
間
で
す
。

　

６
月
は
じ
め
に
送
付
さ
れ
る
書
類
を
用
い

て
期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
申
告
書
の
受
付
は
原

則
、
記
入
漏
れ
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
の

確
認
作
業
で
す
。
こ
の
た
め
、
申
告
書
に
記

入
誤
り
や
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
自
主
的
な
記

　
　
　
　
　

齢
者
医
療
被
保
険
者

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務

課
保
健
班　

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
１
３
２
９

が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
見
守
る
た
め
に
、
民
間
人
に
よ
る
人
権
擁

護
機
関
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
人
権
擁

護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
た
ち
で

す
。
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

や
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
伊
佐
市
の

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

▽
新
屋
敷
紀
念
氏
（
上
青
木
東
）
☎
㉒
８
５
２
４

▽
田
代
伊
津
子
氏
（
大
道
）
☎
㉒
４
３
９
８

▽
兵
底
透
氏
（
郡
山
）　　

☎
㉒
６
０
８
５

▽
一
ノ
宮
有
爲
子
氏
（
鳥
巣
上
）
☎
㉒
８
７
７
３

▽
向
江
知
恵
子
氏
（
永
池
）
☎
㉖
３
９
５
１

▽
福
島
洋
子
氏
（
重
留
西
）
☎
㉖
３
０
１
１

▽
安
田
美
枝
子
氏
（
共
進
）
☎
㉖
３
４
３
３

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係

☎
㉓
１
３
１
１

入
・
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
子
政
府
の
総
合
窓
口
（
ｅ
―
Ｇ
ｏ
ｖ
）

か
ら
も
電
子
申
請
に
よ
る
年
度
更
新
申
告
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
適
用
係

☎
０
９
９
・
２
２
３
・
８
２
７
６
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伊佐市からのお知らせ

　
「
道
風
土
筆
会
」の
書
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間　

６
月
10
日
（
土
）
ま
で

会　
　

場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

ア
ト
リ
ウ
ム

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　

お
ち
ゃ
わ
ん
づ
く
り
を
通
し
て
陶
芸
と
土

に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

※
食
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。

日　
　

時　

６
月
18
日
（
日
）
10
時
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～

場　
　

所　

大
口
里
保
育
園
駐
車
場

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

定　
　

員　

先
着
40
人

準
備
す
る
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
三
角
巾

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
10
日
（
土
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

６
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
展
示
会

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

申
込
受
付
期
間

　

６
月
19
日
（
月
）
～
28
日
（
水
）

　

受
験
資
格
等
及
び
受
験
申
込
の
詳
細
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.jinji.go.jp/
top.htm

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
９
６
・
３
５
４
・
６
１
７
１

加
治
木
税
務
署

☎
０
９
９
５
・
６
２
・
２
１
６
１

広告

伊佐市大口里2795-1
TEL 090-9599-4473

疲労回復

肩こり 腰痛

坐骨神経痛

骨盤矯正

片頭痛 ets…営業時間
ＡＭ9：00～ＰＭ7：00

伊佐市大口里2795-1
TEL 090-

完全予約制疲労回復

肩こり 腰痛

坐骨神経痛

骨盤矯正

片頭痛 ets…営業時間
ＡＭ9：00～ＰＭ7：00

伊佐市大口里2795-1
TEL 090-9599-4473

完全予約制

営業時間
ＡＭ9：00～ＰＭ7：00

伊佐市大口里2795-1
TEL 090-9599-4473

完全予約制疲労回復

肩こり 腰痛

坐骨神経痛

骨盤矯正

片頭痛 ets
9：00～ＰＭ7：00

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が
始
ま
り

ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る

か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
も
の
で
、
相
続
手

「
県
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
」

受
講
生
募
集

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
基
礎
や
身
近

な
と
こ
ろ
で
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
で

す
。
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

回 期日 テーマ

１ ６月 10 日（土）
  データで読み取る鹿児島県男女
  共同参画の現状と課題  基本的
  な考え方

２ ６月 17 日（土）   男女共同参画と人権

３ ６月 24 日（土）   「私」を振り返り「私」に出会う
  ワークショップ

４ ７月    １日（土）   地域福祉と男女共同参画　

講　師　○たもつゆかり氏（オフィスピュア代表）
　　　　○髙﨑恵氏（ワークショップデザイナー）

広告

募
　
　
集

時　
　

間　

全
講
座
13
時
15
分
～
16
時
45
分

場　
　

所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

６
月
３
日
（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
９
・
２
２
１ 

・
６
６
０
３

企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係☎

㉓
１
３
１
１

続
き
全
般
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
務
局
に
戸
籍
謄
本
等
の
束
を
提
出
し
、
相

続
関
係
を
一
覧
に
表
し
た
図
（
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
）
を
あ
わ
せ
て
提
出
す
れ
ば
、
登

記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
認
証
文
を
添
え
た
写

し
を
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
一
覧
図
の
写
し
を
利
用
す
れ
ば
、
戸

籍
謄
本
等
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が

な
く
な
り
、
各
手
続
き
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
０
３
３
０
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自衛官募集
地域説明会

　　　　　13 時～ 15 時
場　　所　大口ふれあいセンター３階
　　　　　第４会議室
内　　容　自衛官募集種目説明
問い合わせ先
自衛隊鹿児島地方協力本部国分地域事
務所　　☎０９９５・４５・１８３６

日　　時　６月 17 日（土）

（
４
月
３
日
～
４
月
27
日
受
付
分
）

沖
田　

哲て
っ
か
ん貫
（
大
作
／
麓
町
）

沖
田　

蘭ら
ん

（
歩
・
恵
／
田
代
）

中
島　

怜れ
お音
（
智
宏
／
大
道
）

中
留　

和か
ず
き希
（
雄
一
郎
・
美
穂
／
陣
之
尾
）

葊
原　

悠ゆ
う
と斗
（
翔
三
・
美
枝
／
花
北
下
）

南　

和わ
か花
（
俊
明
・
美
和
／
西
原
）

山
下　

笑え
ま愛
（
祐
介
・
彩
／
西
原
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
４
月
１
日
～
４
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

愛
甲　

サ
チ　
　
　

92
（
上
木
ノ
氏
）

伊
東　

ト
ミ
子　
　

90
（
永
尾
）

黒
木　

錦　
　
　
　

79
（
木
ノ
氏
）

小
山　

温
子　
　
　

94
（
牛
尾
）

瀬
之
口　

喜
美
子　

90
（
下
青
木
）

中
村　

哲
夫　
　
　

75
（
下
目
丸
）

永
井　

利
實　
　
　

90
（
中
戸
切
）

早
水　

國
雄　
　
　

95
（
舟
ノ
川
）

福
井　

時
子　
　
　

77
（
水
ノ
手
）

外
囿　

清　
　
　
　

76
（
西
本
町
）

山
野
地
区

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
５月活動

山野小学校区

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

大
田　

勇　
　
　
　

80
（
小
木
原
上
中
）

前
原　

和
治　
　
　

86
（
上
松
）

羽
月
校
区

黒
葛
野　

滿　
　
　

87
（
湯
ノ
谷
）

中
間　

澄
雄　
　
　

79
（
園
田
）

横
山　

茂　
　
　
　

92
（
鳥
巣
上
）

西
太
良
地
区

鹿
倉　

惠
子　
　
　

78
（
土
瀬
戸
）

黒
木　

愛
子　
　
　

78
（
田
原
）

竹
山　

三
佐
子　
　

83
（
深
川
）

千
竈　

ツ
ル
エ　
　

100
（
諏
訪
）

菱
刈
地
区

児
島　

千
広　
　
　

43
（
小
原
松
山
）

坂
本　

シ
ゲ　
　
　

87
（
上
市
山
）

濱
川　

勝
己　
　
　

87
（
田
中
上
）

平
島　

タ
メ
子　
　

99
（
下
市
山
）

森　

幸
子　
　
　
　

91
（
五
色
）

本
城
地
区

上
原　

ノ
ブ
子　
　

96
（
瓜
之
峰
）

川
原　

笑
子　
　
　

83
（
荒
田
下
）

虐待かもと思ったら 189 番へ

児童相談所全国共通ダイヤル

お近くの児童相談所につながります

小
屋　

典
子　
　
　

88
（
比
良
）

比
良　

ス
ミ　
　
　

91
（
親
交
今
市
）

前
田　

育
啓　
　
　

99
（
今
市
前
田
）
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.205　

2017.06.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H29. ５. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

今
回
は
防
災
に
関
す
る
特
集
で
し
た
。
梅
雨

や
台
風
の
時
期
を
前
に
し
て
、
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
の
情
報
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
広
報
紙
が
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
て

る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
４
月
に
配
布
さ
れ

た
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
よ
り
詳
し
く
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

さ
て
、
ま
ち
の
話
題
（
14
ペ
ー
ジ
）
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
私
も
所
属
し
て
い
る
伊
佐
市
女

性
消
防
団
が
姶
良
伊
佐
支
部
操
法
大
会
で
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
訓
練
を
始
め
て

か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

ご
協
力
と
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
知

ら
せ
を
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
も
、
感

謝
の
気
持
ち
が
届
き
ま
す
よ
う
に
。

さ
あ
、
次
の
戦
い
は
９
月
の
全
国
大
会
で

す
！
ふ
る
さ
と
伊
佐
を
背
負
い
、
良
い
結
果
を

残
せ
る
よ
う
一
致
団
結
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
「
集
中
、
一
本
！
」

総人口　26,820 人　  （－       26）
　男　　12,463 人　  （－       23）
　女　　14,357 人　  （－           3）
世帯数　13,690 世帯  （ +        29）
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和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプ
　レゼントが当たります。
　当選者にはご連絡させて
　いただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

２
月
末
に
大
一
会
が
経
営
し
て
い
る
「
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
あ
か
り
梅
園
」
に
初
め
て
行
き
ま
し
た
。

広
大
な
敷
地
に
た
く
さ
ん
の
梅
の
花
は
壮
観
で
、

梅
の
と
て
も
良
い
香
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
近
、
梅
狩
り
を
６
月
１
日
か
ら
開
園
す
る
と

聞
き
ま
し
た
。
大
き
な
実
に
成
長
し
た
梅
を
狩
り

に
行
こ
う
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
大
口　

小
梅　

40
代
）

か
ず
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
小
さ
な
妹
（
筍
）
が
か
く

れ
て
い
た
な
ん
て
。
思
わ
ぬ
出
来
事
で
微
笑
ま
し

い
で
す
ね
。

和
み
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
体

験
し
た
こ
と
、お
薦
め
し
た
い
こ
と
、思
い
出
話
な
ど
。

市
内
企
業
や
伊
佐
市
観
光
特
産
協
会
提
供
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。
掲
載
さ
れ
な
く
て

も
当
選
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

７
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

いちごジャム（２個）
伊佐農林高校の

（特産協会提供）

（
本
城　

太
良
姫　

70
代
）

　
に
。

　犬の散歩中に筍が３本頭を
出していました。掘ってみた
ら小さいのがもう１本「仲良
し３つ子と妹？？」
（羽月　かずちゃん　60 代）

　針持校区青少年センターの
「端午の節句」は、温かみの
ある可愛い飾りがたくさんあ
って癒されました。

　（山野　リリー　20 代）


